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(論文内容の要 旨)

本論文 は,臨 床試験論文か らの情報抽出を 目的 としている.こ れは近年一般的に

な りつつあるコンセプ トである 「エヴィデンスに基づ く医療(EBM)」 と密接な関連

を もつ.EBMの 普及 によ り,医 療現場 では診断,予 後予測,治 療,予 防に関する最

新で正確かつ効果的な方法についての知識が求められるが,そ れを支援するシステ

ムの作成は人手作業で行われているのが現状である.本 研究の最終的な 目的は,医

療文献を自動 的に要約 してEBMに 必要な情報を患者や医師 に提示するシステムの

作成であるが,本 論文 では,そ の前処理 として必要 となる,情 報抽 出タスクと並列

句同定 タスクについて論 じる.

情報抽出タスクでは,既 存の 自然言語処理 の技術を用 いて どの程度の精度で重要

情報抽出ができるかについて論 じる(本 博士論文の前半部分).抽 出対象 はその臨床

試験 で比較する治療方法 と対象患者 である.そ こで最初 に得 る知見は,治 療方法 と

患者を表す基本名詞句の切 り出 し自体 は比較的容易 にできる ことである.し か し同

時に,当 該臨床試験で比較する治療方法な らびに対象 とする患者 だけを抽 出するの

は容易でない ことも明 らかになる.そ こで本論文では文分類によるフィルタ リング

を試みるが,文 の構文構造を素性 として用い ようとする場合,構 文解析の成功が前

提 となる.し か し,比 較結果を記述する臨床試験論文 においては,並 列句が高頻度

に出現す る.並 列句の存在 が構文解析 を困難 にする ことは,自 然言語処理学分野で

はよ く知 られている.な おかつ,並 列句 は情報抽出の観点か らも重要な情報を含み

やすい.

そ こで,本 論文の後半部分では並列句の解析手法 を新 しく提案する.従 来手法は

ルールを発見的に作成す るとい うものがほ とん どである.こ れに対 して,我 々の提

案手法は並列句 同定 問題 を上三角形状の編集 グラフにおける系列アラインメン トの

問題 とみな し,編 集 コス ト(素 性の重み)を 事前 に与 える ことな く,訓 練データか ら

学習す ることができる.GENIAコ ーパ スを用 いた実験で,従 来手法 と比較 して良

い並列句 同定結果を得る ことに成功 した.な お,提 案手法は医薬生物学分野以外 の

テキス トにも適用可能な,自 然言語処理の要素技術 として用い ることができる.



＝
(論文審査結果の要旨)

平成19年12月27日 に開催 した公聴会の結果を参考 に平成20年2月19日 に本博

士論文の審査を行った.以 下の とお り,本 博士論文は,提 案者が独立 した研究者 とし

て,研 究活動 を続 けてい くための十分な素養を備えていることを示す もの と認める.

原一夫は,本 博士論文 において,情 報抽出技術を利用 して臨床試験論文 から治療

法や試薬 の効果や治験結果に関する要約 を行 うを行 う手法を提案 し,か つ,そ れ に

必要な並列構造解析技術 に関す る研究を行 った.具 体 的な成果は次の通 りであ る.

L臨 床試験論文の言語解析を行い,情 報抽出技術を適用す ることによ り,臨 床試

験で比較す る治療方法や対象患者に関す る情報抽出を行 った.基 本名詞句の抽

出技術 と情報抽出のためのパターンを記述す ることによ り,治 療法や試薬の効

果 に関する治験結果をある程度 の精度で抽出可能である ことを示 した.

2.医 学生物学分野の論文 では,様 々な種類 の並列構造が出現 する.並 列構造 の

個々の表現は構造的に類似 した単語列か らなることが多 く,系 列アライ ンメン

トの手法が適用できることが知 られている.そ のための編集コス トを自動的に

学習す るための新 たな手法を提案 した.こ の手法では,完 全 なアライ ンメン ト

のアノテーシ ョンを行 う必要はな く,並 列構造の範囲だけを指定するだけでよ

い.い くつかの実装を提案 し,従 来手法 と比較 して精度の高い並列構造解析が

可能である ことを示 した.

臨床試験論文か らの治療法や試薬の効果および治験結果 に関する情報抽 出法 を提

案 し,さ らに,統 語解析の精度構造 に必須の技術である並列構造解析法を提案 した

た本研究は,独 創性が高 く,し かも実用的であ り,自 然言語処理の分野 において高

い貢献 がある と評価する.

よって,本 論文は,博 士(工 学)の 学位論文 として価値あるものと認める.


